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こばやし福祉推進大会を開催
　２月１日、こばやし
福祉推進大会を開催し
ました。福祉功労の表
彰と金婚夫婦 60 組、友
愛クラブ会員の米寿者
82 人のお祝いを実施。金婚者を代表し福

ふ く ど め

留健
け ん い ち

一さ
ん・スミさん夫婦が「今後は自分のため、人のため、
地域のために尽くしたい」と謝辞を述べました。

病気非感染の家畜に付加価値があると感じる人が６割以上いるというア
ンケート結果も紹介。来場者はメモを取りながら話を聞いていました

病気非感染は家畜の付加価値
地域一体の防疫で生み出そう
　１月 23 日、畜産振興大会 2019 が文化会館で
開催されました。市の畜産業振興を目的に、畜
産農家など約 200 人が来場。講演では、宮崎大
学農学部獣医学科の関

せ き ぐ ち

口敏
さとし

准教授が登壇。関
口さんは「病気に感染していない家畜には付加
価値が生まれる。防疫は、地域一体でできるこ
とから始めましょう」と話していました。

平成 5 年度卒業生が小林中に寄付
　１月 25 日、厄年を
迎えた昭和 53 年度生
まれの小林中卒厄払
い同窓会が、小林中
学校に寄付をしまし
た。同窓会代表の河

か わ し ま

島康
こ う す け

介さんは「将来の小林
を担う子どもたちのために、ぜひ活用してほし
い」とあいさつしました。

宮崎県企業局が防災用品を寄贈
　１月 28 日、宮崎県
企業局が防災用品を
市 へ 寄 贈 し ま し た。
企業局設立 80 周年事
業として市の防災力
向上などを目的に実施。同局の図

ず し

師雄
ゆういち

一局長は
「地域に協力をいただいたからこそ今日がある。
恩返しの思いで寄贈します」と話していました。

両チーム合わせて５人の小林秀峰高と小林工業高卒業生が所属。緩急あ
る巧みなプレーに、来場者から多くの声援が起こっていました

市出身の選手らも活躍
日本ハンドボールリーグを開催
　２月 11 日、日本ハンドボールリーグに加盟
しているトヨタ自動車東日本レガロッソとトヨ
タ紡績九州レッドトルネードの試合が市民体育
館で開催されました。会場には家族連れなど約
750 人が来場。三松小６年の大

お お う ら

浦翔
し ょ う や

矢さんは「と
ても面白かった。プレーの組合せが勉強になっ
たので、練習してみたい」と話していました。

基礎知識を学び防災リーダーを育成
　２月 16 日、防災リー
ダー講習会が中央公
民館で開催されまし
た。地域住民約 100 人
が受講し、市の防災
への取り組み状況、心臓マッサージによる心肺
蘇生法、災害時などで活用できるロープワーク
など防災に関する基礎知識を学んでいました。

エヒメアヤメ自生地で野焼き実施
　２月２日、国指定
の天然記念物エヒメ
アヤメ自生地（生駒
地区）で野焼きを行
いました。エヒメア
ヤメを守り育てる会や地域住民など約 50 人が
参加。この取り組みは、自生地の確保拡大が目
的で、同会を中心に６年前から実施しています。
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同窓生が永久津小・中に寄付
　１月 31 日、厄年を
迎えた昭和 53 年度生
まれの永久津小・中学
校の同窓生が両校に寄
付金を贈呈しました。
同窓生を代表して西

に し も と

元利
り い ち

一さんと岡
お か は ら

原誠
まこと

さんが両
校を訪問。西元さんは「子どもたちのために使っ
ていただければ幸いです」と話していました。

講演する間さん。事例発表では高原町秡川自治公民館の西
にしかわ

川嘉
よしひろ

宏さんが
伝統芸能の継承や地域活性化などの取り組みを説明しました

「人が集い、笑い合える場所に」
宮崎県公民館大会を開催
　１月 26 日、県公民館大会が文化会館で開催さ
れました。県内の自治公民館の関係者など約 700
人が来場し、功労者表彰や事例発表、基調講演
などを実施。講演では、漫談師の間

はざま

六
む く ち

口さんが
登壇し、ユーモアある話で会場を笑いに包み、「笑
いは生きる力につながる。人が集まり、笑い合
える場所になってほしい」と話していました。

教育の調査・研究の成果を発表
　２月 15 日、市教育
研究センター調査研究
発表会と教育研究論
文・授業論文表彰式を
開催しました。市内小
中学校の教職員など約 300 人が参加。各入賞者
の表彰のほか、一席入賞者の発表や教育研究セ
ンターの調査発表などが行われました。

新入学生にランドセルカバーを寄贈
　小林ライオンズク
ラブが、市内小学校
12 校 359 人の新入学
児童にランドセルカ
バーを贈呈。新しく小
学生になる児童が安心して登下校できるように
と毎年実施。２月、同クラブの会員らが各小学
校を訪れ、贈呈式を行いました。

左から福留さんと同教室の代表池
い け だ

田浩
ひ ろ こ

子さん。池田さんは「教室のスタッ
フにとっても、この受賞が励みになりました」と話していました

幸ケ丘放課後子ども教室と
福
ふ く ど め け ん い ち

留健一さんが県教育長表彰
　２月５日、幸ケ丘放課後子ども教室と福留健
一さんが、「地域学校教育活動推進に係る県教
育長表彰」を受賞しました。この賞は、地域と
学校が連携し子どもたちの成長を支える個人・
団体を表彰するもの。福留さんは「いつも子ど
もたちから元気をもらっています。これからも、
活動を続けていきたい」と話していました。


